























入した SOS(Solid On Solid) モデルである。明るい部分が A 原子
で暗い部分は B 原子が占めている格子点である。相互作用は最
近接原子のみを考慮する。A-A,B-B,A-B それぞれの結合エネル
ギーを φAA, φBB,φAB と書くことにすると、図のように結晶が市松模様の定比 AB 結晶になるための















に従うとする。ここに N はアドアトム濃度、D は拡散係数、V はステップの移動速度、f は気相か








ここに、下付き添え字は原子種で、上付きは、a がアドアトム、t はテラス、α →k はアドアトム
がキンクへ変わる場合であり、J α →k はアドアトムのキンクへの流れ、ρ はキンク密度 n は存在確
率であり、たとえば n
A
α はドアトムである A 原子の存在確率であり、n
A






























α →k=Jα →k でな
くてはならない。この条件より整理すると
であることが分かる。ここに、αは濃度比で、たとえば、　　　　　　　　　　　　　　　は A 原
子、B 原子のステップの直前でのアドアトムの平衡濃度との濃度比を表す。この流れJ α →k は、拡
散方程式から決まるステップの直前のアドアトム濃度を境界条件として決まるアドアトムの流れ
で、




































TO モデルと本稿の取扱いにより得た結果を図 3 に示す。図
















に、a は格子定数。なお、実線の上から TO モデルの
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図４　ステップ移動速度の過飽和度依存
